
　

当
館
で
は
7
月
19
日（
水
）か
ら
8

月
20
日（
日
）ま
で
、故
・
向
井
澄
男
さ

ん
の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

向
井
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
っ
て
京
築

の
祭
や
風
物
を
撮
り
続
け
た
写
真
家

で
、平
成
15
年
に
74
歳
で
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
が
、数
万
点
に
お
よ
ぶ
貴
重
な

遺
作
は
ご
遺
族
か
ら
当
館
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。以
後
、当
館
で
は
毎
年「
不

動
」の
共
通
タ
イ
ト
ル
で
、向
井
さ
ん

が
捉
え
た
、ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
く
ら

し
と
文
化
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
追
う
写
真

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

11
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
豊
前
神
楽
」。昨
年
、国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
、ふ
る
さ

と
を
代
表
す
る
民
俗
芸
能
の
輝
く
瞬

間
を
捉
え
た
映
像
を
ご
覧
下
さ
い
。
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今
年
は
夏
目
漱
石
生
誕
150
年
。没

後
100
年
の
昨
年
に
続
き
、文
豪
ゆ
か

り
の
事
物
は
注
目
の
的
で
、博
物
館

所
蔵
の「
小
宮
豊
隆
資
料
」も
そ
の
一

つ
で
す
。漱
石
の
愛
弟
子
で
町
出
身

の
文
芸
評
論
家
が
愛
蔵
し
た
、漱
石

ゆ
か
り
の
逸
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
小
宮
ほ
か
漱
石
門
人
等
写
真
群

　

先
月
号
で
も
紹
介
し
た
明
治
中

期
の
写
真
ブ
ー
ム
は
、学
生
た
ち
が

そ
の
主
な
担
い
手
で
、友
人
と
の
集

合
写
真
や
名
刺
代
わ
り
の
交
換
が

流
行
し
た
と
さ
れ
ま
す
。小
宮
ら
漱

石
門
人
の
大
半
は
そ
の
時
期
に
学

生
だ
っ
た
こ
と
か
ら
多
く
の
写
真
を

残
し
、そ
の
こ
と
が
思
わ
ぬ
効
果
を

生
ん
で
い
ま
す
。

　

漱
石
は
後
に
、作
中
人
物
の
モ
デ

ル
を
身
近
な
門
人
に
求
め
る
こ
と
が

増
え
、『
三
四
郎
』は
小
宮
豊
隆
が
モ

デ
ル
で
あ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。小
宮
資
料
の
写
真
を
見
る

と
三
四
郎
の
登
場
人
物
が
そ
こ
か
し

こ
に
写
っ
て
お
り
、小
説
が
現
実
化

し
た
「
リ
ア
ル
三
四
郎
」
の
世
界
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。▲写真に現れた「三四郎」キャストのモデルとされる

　人物たちの肖像。上段右端から番号順に次の通り
①小川三四郎　→小宮豊隆
②広田先生　　→夏目漱石（岩元 禎の説もある）
③野々宮宗八　→寺田寅彦（ポーズは「水島寒月」風）
④佐々木与次郎→鈴木三重吉

▲「瀬石山脈」と呼ばれた門人たちの姿が
　あちこちに映る写真群

▲図録では常設展示される貴重な書簡や写真
　等の資料をカラーで紹介するほか、小宮氏が
　ふるさとを詠んだ句なども紹介しています

▲豊前神楽の伝承を続ける5団体に指定証書が渡されました▲先生からみやこ町の魅力を熱心にお話しいただきました
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「
漱
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

小
宮
豊
隆
資
料

　

今
年
は
夏
目
漱
石
生
誕
150
年
。没
後

100
年
の
昨
年
に
続
き
、文
豪
ゆ
か
り
の

事
物
は
注
目
の
的
で
、博
物
館
所
蔵
の

「
小
宮
豊
隆
資
料
」も
そ
の
一つ
で
す
。

　

漱
石
の
愛
弟
子
だ
っ
た
町
出
身
の

文
芸
評
論
家
が
愛
蔵
し
た
、漱
石
ゆ
か

り
の
逸
品
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

●
小
宮
ほ
か
漱
石
門
人
等
写
真
群

　

先
月
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、明

治
中
期
の
写
真
ブ
ー
ム
は
、学
生
た
ち

が
そ
の
主
な
担
い
手
で
、友
人
と
の
集
合

写
真
や
名
刺
代
わ
り
の
交
換
が
流
行
し

た
と
さ
れ
ま
す
。
小
宮
ら
漱
石
門
弟
の

多
く
は
そ
の
時
期
に
学
生
だ
っ
た
こ
と

か
ら
多
く
の
写
真
を
残
し
、そ
の
こ
と
が

思
わ
ぬ
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

漱
石
は
後
年
、作
中
人
物
を
身
近
な

門
弟
を
モ
デ
ル
に
す
る
こ
と
が
増
え

『
三
四
郎
』は
小
宮
豊
隆
が
モ
デ
ル
で

あ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
宮
資
料
の
写
真
を
見
る
と
三
四
郎

の
登
場
人
物
が
そ
こ
か
し
こ
に
写
っ
て

お
り
、小
説
が
現
実
化
し
た「
リ
ア
ル

三
四
郎
」を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
　
博
物
館
企
画
展

第
11
回
向
井
澄
男
写
真
展
　
不
動
Ⅺ
　
ー
豊
前
神
楽
ー

◆
博
物
館
N
E
W
S

●
場　

所　

当
館
展
示
室

●
観
覧
料　

常
設
展
の
観
覧
料

（
大
人
二
〇
〇
円・高
校
生
以
下
は
一
〇
〇
円
）

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

7
月
1
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

7
月
8
日（
土
）　

10
時
00
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

7
月
15
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

7
月
22
日（
土
）　

10
時
00
分
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

【
み
や
こ
学
講
座
】

7
月
の
歴
史
講
座

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

5 月の業務日誌から
　5月18日（木）、みやこ町に伝わる神楽
が国の重要無形民俗文化財に追加指定
され、指定証書が交付されました。町の神
楽を「ニッポンの宝」として、これからも地
域全体で応援してゆきたいですね！

　5月28日（日）、博物館友の会の定期総
会が開かれ、山内公二先生を講師に「『新
京築風土記』あれこれ」と題した記念講演
が行われました。風土記編纂時のエピソー
ド話をユニークに語って頂きました。

▲下伊良原神楽講による御先（1997年）。ダム工事に伴う
　地域再編で現在は見ることのできなくなった貴重な姿

　

博
物
館
友
の
会
は「
故
郷
を
楽
し
く
学
ぶ
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
見
学
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
。お
気
軽
に
お
申
込
み
を
！

♪
入
会
の
方
法

博
物
館
窓
口
で
会
費
を
納
入
下
さ
い

♪
年
間
会
費

個
人
会
員　
　
　
　

３
０
０
０
円

家
族
会
員　

１
名　

２
０
０
０
円

♪
お
問
い
合
わ
せ
先

博
物
館　

☎
３
３-

４
６
６
６

博
物
館
友
の
会
で「
楽
習
」を
！

①

②

③

④

な
つ
め
そ
う
せ
き

む
か
い
す
み
お

こ
み
や
と
よ
た
かま 

な 

で 

し

な
つ
め
そ
う
せ
き

こ
み
や
と
よ
た
かま 

な 

で 

し
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　「

神
籠
石
」
の
な
ぞ

　
「
神
籠
石
」と
い
う
史
跡
を
ご
存
じ
で
す
か
。

神
籠
石
は
全
国
に
十
数
ヶ
所
あ
り
、
そ
の
名

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
三
一

（
一
八
九
八
）
年
に
、
久
留
米
市
高
良
山
の
山

腹
に
め
ぐ
る
列
石
が
神
聖
な
場
所
を
区
切
る

遺
構
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。

　

現
在
、
神
籠
石
は
古
代
の
山
城
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
は
性
格
や
機

能
を
め
ぐ
り
多
く
の
学
者
が
議
論
し
、
そ
の

論
争
は
「
神
籠
石
論
争
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

論
争
は
、
列
石
を
前
述
の
よ
う
に
神
域
の
境

界
と
す
る
「
霊
域
（
神
域
）
説
」
と
、
古
代

の
山
城
の
城
壁
跡
と
す
る
「
山
城
説
」
と
に

分
か
れ
、
戦
後
ま
で
続
き
ま
し
た
。
昭
和
三

九
（
一
九
六
四
）
年
に
行
わ
れ
た
佐
賀
県
武

雄
市
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
の
発
掘
調
査
の
結
果
、

列
石
が
城
壁
の
基
礎
石
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

わ
か
り
、
神
籠
石
は
「
山
城
跡
」
で
あ
る
と

決
着
が
つ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
文
献
資
料

に
神
籠
石
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
た
め
、

い
つ
、
だ
れ
が
、
何
の
た
め
に
築
城
し
た
の

か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
学
者
に
よ
っ
て

意
見
は
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

築
城
は
お
お
む
ね
七
世
紀
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

古
代
山
城
が
築
か
れ
た
時
代

　
こ
の
こ
ろ
朝
鮮
半
島
で
は
、
唐
・
新
羅
の

連
合
軍
に
よ
っ
て
日
本
と
親
交
の
深
い
百
済

が
滅
ぼ
さ
れ
ま
す
。
百
済
の
遺
臣
に
救
援
を

求
め
ら
れ
た
日
本
は
朝
鮮
半
島
に
援
軍
を
送

り
ま
す
が
、
唐
・
新
羅
の
連
合
軍
に
百
済
と

日
本
軍
は
大
敗
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
六
六
三

年
に
起
こ
っ
た
白
村
江
の
戦
い
で
す
。
日
本

は
迫
り
く
る
大
陸
か
ら
の
脅
威
に
備
え
防
人

や
烽
火
を
配
置
し
山
城
を
築
き
ま
し
た
。
西

日
本
各
地
に
あ
る
古
代
山
城
が
当
時
の
緊
迫

し
た
国
際
情
勢
を
表
し
て
い
ま
す
。

御
所
ヶ
谷
神
籠
石

　

御
所
ヶ
谷
神
籠
石
は
み
や
こ
町
勝
山
・
犀

川
、
行
橋
市
に
ま
た
が
る
御
所
ヶ
岳
（
標
高

二
四
六
・
九
ｍ
）
の
山
頂
か
ら
山
腹
に
展
開

す
る
国
指
定
の
史
跡
で
す
。

　

御
所
ヶ
谷
神
籠
石
に
は
城
内
へ
入
る
た
め

の
城
門
跡
が
七
ヶ
所
、礎
石
建
物
跡
、貯
水
池
、

尾
根
や
谷
に
周
囲
約
三
㎞
の
城
壁
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
城
壁
は
列
石
を
基
礎
石
と
し
、
そ

の
上
に
版
築
技
法
（
堰
板
を
用
い
土
と
砂
を

交
互
に
一
層
ず
つ
固
く
突
き
固
め
る
技
術
）

を
用
い
て
土
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

み
や
こ
町
側
に
も
城
壁
が
め
ぐ
り
、
列
石

や
第
二
西
門
、
南
門
、
第
二
南
門
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

御
所
ヶ
谷
神
籠
石
の
位
置

　

で
は
、
な
ぜ
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
は
こ
の
場

所
に
築
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

全
国
に
二
十
数
ヶ
所
あ
る
古
代
山
城
の
多

く
は
古
代
の
官
道
の
近
く
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
古
代
に
お
い
て
山
城
は

交
通
の
重
要
拠
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
も
例
外
で
は
な

く
、
北
に
は
大
宰
府
と
豊
前
国
府
を
結
ぶ
官

道
、
南
に
も
筑
前
国
と
豊
前
国
を
結
ぶ
ル
ー

ト
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
東
へ
五
㎞
ほ
ど
に

豊
前
国
府
・
国
分
寺
、
北
へ
約
七
㎞
に
要
港
・

草
野
津
な
ど
が
あ
り
、
以
上
の
こ
と
か
ら
豊

前
国
の
中
枢
で
か
つ
、
陸
路
と
海
路
を
に
ら

む
戦
略
的
要
地
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
の
東
に
は
三

年
前
の
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
に
も

出
て
き
た
中
世
の
山
城
・
馬
ヶ
岳
城
が
あ
り

ま
す
。
馬
ヶ
岳
城
が
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
こ

と
は
、
こ
の
場
所
が
古
代
か
ら
変
わ
ら
ず
中

世
の
時
代
も
京
都
平
野
を
は
じ
め
豊
前
の
要

衝
で
あ
っ
た
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

御
所
ヶ
谷
神
籠
石
は
山
頂
か
ら
京
都
平
野

を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
東
に
あ
る
馬
ヶ

岳
城
跡
と
共
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

歴
史
に
想
い
を
馳
せ
つ
つ
、
一
度
ゆ
っ
く

り
と
歩
い
て
み
る
の
は
い
か
が
で
す
か
。　

（
天
野
詩
織
）

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝
99

古
代
山
城
「
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
」

▲御所ヶ谷神籠石の列石（御所ヶ岳山頂付近／犀川木山）

▲御所ヶ岳（左／北側の谷を特に“御所ヶ谷”という）と馬ヶ岳（右／双こぶの山）

▲第二西門の石組（勝山大久保）

古
代
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
が
生
ん
だ〝
山
上
の
要
塞
〞

こ
う
ご
い
し

こ
う
ら
さ
ん

さ
き
も
り

と
ぶ
ひ

は
ん
ち
く

せ
き
い
た


